
 

 

 

 ⛄ 健康安全で 有意義な冬休みに ⛄⛄⛄⛄⛄⛄ 
「行事への挑戦・自分への挑戦」を掲げた 2学期。子どもたちの健康を一番に考えつつ、 

今できることを可能な限り体験させたいと願い、状況を鑑みながら各種行事を実施してきま 

した。子どもたちは、たくさんの行事や日々の学習を通して、豊かな心を育み確かな力を身 

に付けてきました。充実の 2 学期でした。 

さて、25日から 18日間の冬休みが始まります。家族の一員として家の仕事を行い、人の 

役に立つ冬休みにするとともに、学習のまとめや冬休みならではのチャレンジをして、健康安 

全で有意義な毎日を過ごしてほしいものです。特に、中学 3年生にとっては、進路実現のため 

全力投球の冬休みです。保護者の皆様には、今学期もご支援とご協力を頂きましてありがとう 

ございました。どうぞ良いお年をお迎えください。 

JRC 精神で「心を形に」 柳沢中生徒会 
今年度、本校が新規加入した JRC（青少年赤十字）のスローガンは「気づき・考え・ 

実行する」です。 生徒会では、12月に JRC 活動の一環として、小・中学校の各朝会で 

「書き損じ葉書」募集の呼びかけを行いました。また、中学校では、柳沢老人クラブの 

方々に「年賀状」を書きました。自分達でできることを考え、その考えを実行する児童 

会・生徒会の活動に期待が高まります。 

語彙力・表現力を磨いています 

小学校表現集会（朝活動）では、学年毎に趣向を凝らした発表を行っています。自分で書いた体験文や説明

文の発表、狂言や短歌の発表など、どの学年も練習を積み、聞き手に伝える発表ができました。相手意識や目

的意識を明確にすることで、発表の姿が変わってきています。 

「English Speech Contest

12 月 15 日（火）、中学校では今年度 2回目の全校英語を行い、全員が自作の英作文や 

落語等を発表しました。小道具を使ったり身振りを交えたりとハイレベルなスピーチで 

した。中でも、2年生の「こんな人になりたい」は、中学 3年生を紹介するスピーチも 

あり、とても微笑ましい温かい内容でした。中学校では、1～3年生が「外国語（英語）」 

（週 4時間）、小学校では、3・4年生が「外国語活動」（週 1時間）、5・6年生が「外国 

語」（週 2時間）の授業で、英語に親しみながら学習しています。 

             12 月 23 日（水）、小学校で「プチ音楽会」が開かれました。音楽の時間に学習し

たクリスマス曲の演奏会です。全校児童は、ミュージックベルや木琴・グロッケン

などで「ジングルベル」と「聖夜」を大変上手に演奏しました。楽器のきれいな音

色が重なり合い豊かな音楽をつくり出しました。わくわくする楽しい時間をみんな

で共有できました。音楽には力があります。 
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全校朝会での雪に関する話をきっかけに、雪や冬に関する言葉集めを行っています。 

掲示板には、小学生が集めた言葉の雪玉がたくさん貼ってあります。朝夕、校長室前 

で挨拶やじゃんけんをしては、見つけた言葉を嬉しそうに報告する子どもたちです。 

家族に聞いたり、本や辞典を調べたりと「言葉」の世界が広がっています。 

 小学 1・2年生特有の教科は「生活科」です。具体的な活動や体験を通して、自立し 

生活を豊かにしていくための資質・能力を育成する教科です。12 月には、「地区探検」 

で訪問した「さくま動物病院」のことを堂々と発表して、中学校の先生方にたくさん褒 

めてもらいました。「お手伝い発表会」では、順序よくお手伝いの内容を説明しました。 

家族の役に立つ仕事は、冬休みにも生かされそうです。 

≪活躍の記録≫  

★「岩手県中学生の『税』に関する作文コンクール」 

   岩手県納税貯蓄組合連合会会長賞   中 1 年 岩崎 柊奈 「税金への感謝」 

★「滝沢市青少年健全育成標語コンクール」 

金 賞   小 5 年  髙橋 心花  「気をつけて なれた道こそ あぶないよ」 

★「滝沢市環境美化絵画コンクール」 

佳 作   小 4 年  櫻井 七海 

★「滝沢市社会福祉作文コンクール」 

   佳 作   小 1 年  大峠 朝陽  「しゅわでなかよし」 

小 2 年  佐藤幸太郎  「ありがとう」 

  

正義の言葉  「いじめに関する保護者アンケート」より 

学校では「学校いじめ防止基本方針」に則り、「いじめアンケート」や「教育相談」を行っております。 

11 月には、いじめに関する「保護者アンケート」を実施しました。そのアンケートから、「『いじめ』につい

て、お子さんと話し合ったことや約束したこと」を紹介します。特に多かったのは、「自分がされて嫌なこと

は、絶対しないこと」でした。家庭での確認が、子どもたちの日常生活に生きていると感じます。人の気持ち

を推し量ること、想像力は日常のなかでこそ生かされます。 

・いじめに遭っている人がいたら、そのまま見過ごすことはせず、できること（声をかける、相談する）をする。 

・自分の意見や気持ちをはっきり言える人、言えない人、いろいろな人がいるので、相手のことを思いやり、優し 

い気持ちで行動できる人になろう。・嫌だなあと思ったことは、その日のうちに家庭内で話すこと。・ふざけて話し 

ているとはいえ、人に向かって「死ね」という言葉を言っているのを聞くのは嫌だ。・いじめは犯罪であり、許され 

るものではないことを、再認識した。・人に優しくしたら自分に返ってきます。 

 1 月の主な行事   

１１日（月）成人の日 

１２日（火）３学期始業式 中弁当 

１３日（水）小中弁当 

１４日（木）小中弁当 

      小冬休み作品展示（～２０日） 

 

 

 

１５日（金）小給食開始 小集金日 中弁当 

１８日（月）中給食開始 

１９日（火）身体測定   

中１年生CanDoテスト 

      中２年生 IBA英検 

 ２５日（月）中集金日 

 

【実演しながら説明する 

お手伝い発表会】 

  

 

  

 

【言葉集めで語彙力育成】 


